
 

 

 

リコール届出一覧表 

  リコール届出日：平成２７年１１月２６日  

リコール届出番号 ３６７８ リコール開始日 平成２７年１１月２７日 

届出者の氏名又は名称 株式会社バンテックセールス 

代表取締役社長 佐藤 徹 

不具合の部位（部品名） 乗降口（エントランスドアロック） 

基準不適合状態にあると認

める構造、装置又は性能の状

況及びその原因 

キャンピングカー等の居住スペースの乗降口（エントランスドア）にお

いて、ドアロック機構の設計が不適切なため、ドア閉扉時にドアラッチ内

の樹脂部品に過大な負荷がかかることがある。そのため、そのまま使用を

続けると、当該部品が破損し、最悪の場合、ドアの開閉ができなくなるお

それがある。 

改善措置の内容 全車両、キャッチ側にドアラッチの可動域を制御する受け金具を追加す

る。 

不具合件数 ２９件 事故の有無 無 

発見の動機 市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車分
解整備事業者に周知させる
ための措置 

 

・使用者：ダイレクトメール等により周知する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関紙に掲載する。 

・改善実施済車には、乗降口（エントランスドア）キャッチ部付近に

No.3678のステッカーを貼付する。 

 

車名 型式 通称名 リコール対象車の車台番号（シリアル

番号）の範囲及び製作期間 

リコール対象

車の台数 
備考 

トヨタ 

ABF- 

TRY230 

ﾄﾖｴｰｽ/ﾀﾞﾌﾞ

ﾙﾀｲﾔ 

TRY230-0122722 

平成２６年１１月１０日 
 1台  ZIL481.2Skip-W 

ABF- 

TRY230改 
カムロード 

TRY230-0120222〜TRY230-0124646 

平成25年9月26日〜平成27年11月4日 
49台 

CORDE_Bunks(17台) 

CORDE_Leaves(20台) 

CORDE_RUNDY(2台) 

ZiL Noble(6台) 

ZIL(1台) 

ZIL520(3台) 

QDF- 

KDY231 

 

ﾀﾞｲﾅ/ﾀﾞﾌﾞﾙ

ﾀｲﾔ 

KDY231-8014774〜KDY231-8014780 

平成26年3月28日〜平成27年1月23日 
2台 ZIL481.2Skip-W 

ﾄﾖｴｰｽ/ﾀﾞﾌﾞ

ﾙﾀｲﾔ 

KDY231-8017192〜KDY231-8018509 

平成26年12月22日〜平成27年6月15日 
3台 ZIL481.2Skip-W 

 連絡先：自動車局 審査・リコール課 リコール監理室 

 ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１ 内線４２３５４ 

 アドレス： http://www.mlit.go.jp 

問い合わせ先：バンテックセールス 

０４− ２９３６− ６５２８ 



トヨタ 

QDF- 

KDY231改 
カムロード 

KDY231-8012953〜KDY231-8022051 

平成25年10月1日〜平成27年11月5日 
256台 

CORDE_Bunks(56台) 

CORDE_Leaves(41台) 

CORDE_RUNDY(8台) 

ZiL Noble(43台) 

ZIL(28台) 

ZIL480Skip(16台) 

ZIL520(64台) 

LDF- 

KDY231改 
カムロード 

KDY231-8009208〜KDY231-8015035 

平成26年3月22日〜平成26年7月29日 
2台 

CORDE_RUNDY(1台) 

ZiL Noble(1台) 

LDF- 

KDY281改 
カムロード 

KDY281-0007670〜KDY281-0015027 

平成25年9月10日〜平成27年11月10日 
272台 

CORDE_Bunks(46台) 

CORDE_Leaves(32台) 

CORDE_RUNDY(6台) 

ZiL Noble(64台) 

ZIL(28台) 

ZIL480Skip(14台) 

ZIL520_MP(1台) 

ZIL5210(81台) 

いすゞ 

TKG- 

NJS85AN改 
エルフ 

NJS85-7002869〜NJS85-7003911 

平成25年10月2日〜平成27年4月21日 
17台 ZIL520CRUISE 

TRG- 

NJS85AN改 
エルフ 

NJS85-7004152 

平成27年3月3日 
 1台 ZIL520CRUISE 

 
(計8型式) (計4車種) 

（製作期間の全体の範囲） 
平成25年9月10日～平成27年11月10日 （計603台） 

 

 

【注意事項】 

リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 

 


